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ＪＲ津田沼駅南口開発の進展に伴う児童増加対応について 

地域住民対象説明会 議事録（要約） 

開催日時 平成２６年２月１９日（水曜） １５：３０～１７：００ 

場 所 谷津公民館 

出席者 市瀬学校教育部参事、小野寺教育総務課長、島本教育総務課主幹 
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＜習志野市通学区域審議会からの答申を受けて再度精査検討を行なう状況

説明を行なった＞ 

 

 今、８６９戸のマンションをつくっていると思う。そちらのほうはもう谷

津南小に決定の方向で動いていると解釈してよろしいか。 

 

 今回、答申を受けて谷津小学校の５６学級はあまりにも過大だというよう

な中から、通学指定校を第一中学校区の中で変更されたいという答申を受け

て、変更するのであれば谷津南小を視野に検討しているという状況であっ

て、まだ決定はしていない。 

 

 その２４日の会議で最終決定をするということか。 

 

 そういうことである。その際には、通学バスということの如何がどのよう

な対応ができるかという点からの考え方ということで、２４日には決定をし

たいということである。 

 

 １歳の子どもがいるけれども、今のところは谷津小の学区ということだ

が、あまりにも人数が多いので、やっぱりちょっと行かせるのが不安。その

場合、例えば向山小学校とか谷津南小とか選べるということがここに書いて

あると思うけれども、津田沼小学校を選ぶということは可能なのか。 

 

 今、現状の中で、この付近の学校で保護者の方で選んで通わせるというこ

とができるのは、向山小学校だけである。津田沼小は従前から御案内をさせ

ていただいているけれども、今回、津田沼小学校の学級推計上、建替えた校

舎が保有する普通教室が２４。そうしたときに、３０年度以降の段階で、津
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田沼地域に子どもが一定程度、若干増えるというような要素があって、２４

学級になる規模が見込まれているので、現状の中では津田沼小学校を選べる

ようなというところは、そういった推移を見極めた中でないと、対応がちょ

っと困難であろうと。 

 あわせて、谷津南小学校についても、今回、仮に通学指定校を変えた場合

には、２７の教室に対して２６学級規模の推移になるということから、これ

らについてもそういった弾力的措置を行えるのかどうかというのは、一定程

度その推移を見た中で考えていこうということである。 

 

 谷津小でグラウンドが使えない期間というのがあると思うが、そのときに

広域に公園を利用するということだけれども、例えばお昼休みに子どもたち

がグラウンドで遊ぶのをすごい楽しみにしていると思うが、そういうのは公

園を利用するのか。あと、部活動とかで、朝練とか放課後練というのはどこ

でやるのか。 

 

 来年度の中でそういった部分も詳細を考えていきたい。業間活動、あるい

は昼休みという対応、こういった部分についても校庭のかわりとして教育活

動の一環という条件の中で近隣公園、これは使えるというような対応で考え

ている。それと、クラブ活動、こういった部分についても、その学校への観

点から使えるだろうというようなことで考えている。 

 その際に、やはりその児童数の推移という部分もあるけれども、一定程度、

子どもたちには制約というか、そういった部分もあるかなということは想定

をしている。その想定というのは、１つは全校の子どもが昼休みに、その近

隣公園を使った昼休みを活動が安全的に対応ができるのだろうかと。これ

は、人的サポートという部分では対応していく考え方だけれども、子どもた

ちがぶつかり合うというような展開がないのかどうか。こういった点につい

ては、お隣の船橋市の葛飾小学校、こちらは現在４３学級の過大規模校で運

営をしていて、こちらの対応を確認すると、昼休みと業間休み、ここで学年

単位で外遊びというのを入れかえた形で対応して、外へ行けない子どもたち

は教室遊び、あるいは体育館を開放した中で展開をしているというようなこ

ともあるので、その点については十分に精査検討をさせていただく中で、学

校長と相談をし、対応していきたいということで考えている。 

 

 運動会も近隣公園を使うということか。 

 

 運動会についても、近隣公園でできるかどうかというところは、その最大
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となったとき、あるいはそれまでの推移の中で対応し得るかどうかというの

はその前段階の中で見極めていくという必要があると思う。そこで、近隣公

園でできるのか、あるいは第一中学校のグラウンドを借りてやるのか。その

点についても、学校長が各種行事をどのように開催していくかというような

お話を伺う中で、教育委員会として対応のほうをサポートしていこうという

ことで考えている。 

 

 体育館は、全生徒入れるようにはなっているのか。 

 

 体育館についても、学区を変更した場合、約１,５００名。変更ができな

い場合は、約１,９００名という子どもになるので、その場合に全校が体育

館でという集会活動等についても、一定の制約が出てきてしまう。こういっ

た対応については、一時校舎あるいは新校舎を建てる際に、同時に体育館と

いうところの展開は、なかなかグラウンドの状況があるので、その新校舎の

建て具合の中で、一時的には体育室というかアリーナというか、そういった

対応の手当てを考えなければならないだろうというように考えている。 

 

 ここの谷津４丁目は避難場所として谷津南小学校をうたっている。また、

バスだとかどうのこうのというお話があったけれども、向山小学校ならばバ

スを運行させるなんていうことをしなくてもいいんじゃないのか。そういう

ことは検討したのか。 

 

 従前の通学区域が変更した場合の対応というような中での学区、地域の構

成のあり方ということで検討してきた。それで、今回の対応、向山小学校に

ついては仲よし幼稚園跡地の通学指定校を向山としたときには１５学級規

模になる。その際には使用できる教室の余裕としては４教室程度というよう

な点から、今回その谷津小学校の規模緩和する上では、谷津南小学校という

ことで今視野に検討させていただいているということである。その非常時の

避難場所というところになると、仮に今回変更した場合には、学校運営を行

っている場合、谷津南小学校でその学校の避難という対応になるだろうし、

谷津地域にいるときには、谷津小学校あるいは近隣公園を指定されるのかど

うかというところはあるけれども、その避難場所というような対応になろう

かというように考えている。 

 

 そんなことは関係ないだろう。電信柱を見てみなさいよ。あちらこちらに

全部、谷津南小学校と書いてあるよ。それで、谷津４丁目の子たちが、向山
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小学校へ行く途中に国道が走っている。谷津南小に通わせたら国道を横断し

ない。そういうことを加味したら、事故のことを考えて、今までないからい

いようなものだけれども、そういうことまで考えれば、やはり学区をもう一

度見直す必要があるんじゃないの。そうすれば、向山に仲よし幼稚園の跡地

にできるマンションなり、希望する人があれば奏の杜からだって向山へ通え

ば、そうすれば要するに、結局そんな無駄な経費がかからない。バスの運行

といったって、２００人、３００人の子どもを移動させるわけだから。そう

した場合に谷津南小へ持ってくるというような形になれば、時間的な問題も

あるわけよ。１０分、１５分で行かない場合もあるかもしれない。乗り降り

を考えたら。そうすると、台数が何台いるんだということまで全部計算しな

きゃならないわけだろう。 

 こんな答申を受けたからといって、はいそうですかとやったってだめだ。

もう少し根本的に考えなきゃ。見直し。これは、議会通っていないだろう。

審議会も議員がたった２人しか出ていないわけだろう。これは議会通らなか

ったらどうなるの。新年度から、それを受け入れ体制的な要素のことを勘案

しなければならないわけだろう。それは、仲よし幼稚園の建物はこれから建

てるわけだから。１年半、２年かかるわけだよ。もう少し時間を置いてがっ

ちりやらなきゃだめだと思うよ。当面はこれでやると。しかし、２年先、３

年先のことを勘案して検討しますというようなことにしておかなければま

ずいんじゃないの。 

 

 今のところ、この地域あるいは谷津２丁目のお子様が向山に通う際に国道

をまたいだり、このエリアから谷津南に行く場合は国道を横断せずに谷津南

へ通えるというような点、こういった点を含めて、７月段階からその学区の

変更というような考え方の中で、私どもとすれば各校の学校規模の平準化を

図るというような点で御説明をさせていただいてきた。しかしながら、その

際やはり皆様方の御意向としては、やはり今住んでいる方々の場所によって

の不公平感、あるいはその地域性というか、そういった中で変更するという

ことに関しては、かなりそれを反対ではないけれども、そういったことに対

応する御意見を多く承ったというようなことの中で、昨年の末段階の際に通

学区域の変更は原則行わないというような対応として、また再度、説明をさ

せていただいたというような考え方である。 

 

 それは、なぜ反対したかというと、一番は、谷津南小が海抜２メーターな

んだよ。向山小学校は海抜１０メーター。谷津小も海抜１０メーター。だか

ら、避難の場所には適さないというから、子どもだけでも安全なところへ通
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わせるというので親が反対したのよ。捉え方が違うんだよ。谷津南小学校だ

って１０メーターのところだったら３階以上へ行けば２０メーター以上あ

るわけだよ。そういうところを、有事のときの開放地域ですということでう

たえば安全性のことで保たれれば親は反対しない。 

 

 国道あるいは踏切を横断しないなど、いわゆる地理的要素も含めて、学区

の編成をこのようにしたらこういう状況になるというようなことを含めて

御説明をさせていただいたわけだけれども、その際、皆様からの御意見等は、

やはり踏切あるいは国道、こういったところを横断していくということの中

での危惧する声、これが大多数だったかなというところで、私どもとしては

受けとめさせていただいた。 

 その上で、先ほどのアンケートだけれども、学区の変更を原則行わないと

いうことに対しては、少しであるが５０％は超えたと。その５０％を少し超

えたというところに対応しているのは、なぜもっと評価をいただけないのか

というところは、その段階での対応ということでは、やはり５６学級規模の

学校運営、こういったことに懸念をする声が多数あったというような状況と

して、私どもとしては受けとめている。 

今ほどの学区の編成ということに対しては、私どもとしても今後の全市的

な対応ということは考えていかなければならないということでは受けとめ

てはいる。 

 また、通学区域の決定、通学区域をどのように設定をするかということに

ついては、その地域の実情であったりとか地理的要素であったりとか、そう

いったことを踏まえた中で、通学指定校をどこにするという決定について

は、教育委員会が判断する事項になっている。市議会の議案というような形

でのものの部類ではないということになっているので、教育委員会のほう

で、これまでの意見であるとか、そういったことをもろもろ踏まえて教育委

員会で判断する事項ということの位置づけになっている。 

 

 この建設という言葉が出てきたけれども、これは今、習志野市で公共施設

の関係のことをやっているよね。それに対応しては谷津小学校は何年に入っ

ているのか。 

 

 谷津小学校の建替えについては、１期の後半から２期にかけてというとこ

ろでは当初は考えていたけれども、今こういう児童数増加対応ということが

あるので、３２年度から新しい校舎が共用できるように対応してまいりたい

というふうに思っている。 
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 他地域では学区は流動的になっている。学校に通う子どもは、あそこの学

校、ここの学校選べるだろう。 

 

 いや、基本的には大久保小の学区というのがあり、その一部が屋敷に行け

るという区域も一部にはある。だから、そこの区域にお住まいの方は、大久

保小学校が基本的には指定校だけれども、その近い屋敷小というところも選

択はできるというエリアになっているというところはある。 

 

 谷津もできないの、それを。 

 

 谷津は、今回は今後の研究という中でおさめている。いわゆるその児童数

を緩和しようとしたときには、今でき得ることとして、審議会の意見とすれ

ばその未入居というところはできるだろうということで、規模を緩和させる

と。その上で弾力的措置といったときには、今、谷津小学校のエリアにお住

まいの方は、少なからず向山小学校を選ぶことをできるエリアにお住まいに

はなっていると。 

 

 それは今でもできるの。 

 

 今でも可能である。 

 

 谷津小の低学年の生徒の放課後の学童というのは、これだけ規模が大きく

なるとどうなるのか。 

 

 放課後児童会について、現在、校舎の中の２つの教室を使っており、さら

に増えてくるということも含めて先行して一時校舎、いわゆる仮設校舎とい

う形だけれども、その中で対応し得るというような考え方で、今回も従来か

らお話ししている５６学級の学校運営という点からの一時校舎を先行して、

２８年度から置くというような中で、包含した形で対応していくということ

で考えている。 

 新設、建替え後の校舎というところについては、放課後児童会がどのよう

な推移になるかというところあるけれども、最終的には落ち着くというとこ

ろでの、津田小学校も占有した形で校舎棟と一体になっているので、そのよ

うな展開が図れればと考えている。 
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質問者 

 

回答者 

 定員オーバーで入れなくなるということは、ないのか。 

 

 習志野市の場合は、現行の生徒の中では１年生から３年生まで全入制でや

っているので、希望者は入れないということはない。 

 

 

～閉会～ 

 


